
メ
ッ
セ
ー
ジ

産
業
振
興
連
携
協
定
結
ぶ

伊
丹
商
工
会
議
所
北
嶋
一
郎
会
頭

　
伊
丹
商
工
会
議
所
は
、
伊
丹
市
お
よ

び
池
田
泉
州
銀
行
と
連
携
し
、
２
０
１

１
年

月
、
伊
丹
市
の
地
域
経
済
の
持

続
的
発
展
に
向
け
、
中
小
企
業
振
興
を

核
と
し
た
「
産
業
振
興
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
伊
丹

市
と
共
同
策
定
し
て
い
る
「
伊
丹
市
産

業
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
具

体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
推

進
と
し
て
、
池
田
泉
州
銀
行
が
伊
丹
市

内
の
事
業
者
向
け
の
融
資
「
伊
丹
市
産

業
振
興
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
し
、
事
業

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
池
田
泉

州
銀
行
の
持
つ
広
域
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
連
携
協
力
し

て
融
資
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
昨
今
の
異
常
な
円
高
に
よ
り
、
モ
ノ

づ
く
り
産
業
は
大
き
な
影
響
を
受
け
、

伊
丹
市
内
に
お
い
て
も
、
中
小
零
細
企

業
で
の
廃
業
・
倒
産
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
産
業
振
興
連
携
協

定
が
、
前
向
き
な
企
業
へ
の
積
極
的
な

支
援
と
な
り
、
市
内
企
業
へ
の
振
興
に

つ
な
が
る
も
の
と
大
い
な
る
期
待
を
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
世
界
を
に
ぎ
わ
せ
た
ロ

ン
ド
ン
五
輪
の
柔
道
女
子

超
級

に
、
伊
丹
市
出
身
の
杉
本
美
香
さ
ん

当
所
議
員
の
ご
令
嬢

が
出
場
し
、

み
ご
と
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
、
伊
丹

市
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
伊
丹
商
工
会
議
所
に
応
援
会
事
務
局

を
置
き
、
壮
行
会
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
・
祝
賀
会
等
を
開
催
し
、
多

く
の
方
々
に

ご
参
加
い
た

だ
き
、
伊
丹

の
街
を
盛
り

上
げ
、
活
性

化
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
国
際

チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航
へ
の
協
力
、
近
隣

４
商
工
会
議
所
と
の
連
携
等
、
伊
丹
商

工
会
議
所
は
、
今
後
も
地
域
の
発
展
・

活
性
化
の
た
め
に
ま
い
進
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

空港共生都市清酒発祥の地

大
規
模
改
修
が
予
定
さ
れ
る

伊
丹
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

景
観
形
成
重
点
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
伊
丹
酒
蔵
通
り

伊
丹
市

「
モ
ノ
づ
く
り
産
業
都
市
」
阪
神
地
区
産
業
界

　
先
の
見
え
な
い
経
済
の
低
迷
と
円
高
で
、
関
西
は
も
と
よ
り
日
本
全
域
が
復
活
へ
の
道
筋
を
模
索
し

て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
大
阪
と
神
戸
と
い
う
大
都
市
に
挟
ま
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
阪
神
地
域

は
、
企
業
各
社
の
奮
闘
に
加
え
各
市
域
が
独
自
に
、
あ
る
い
は
連
携
し
て
の
モ
ノ
づ
く
り
活
性
化
策
を

展
開
、
不
景
気
風
に
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
文
化
の
発
信
力
や
住
ま
う
場
所
と
し
て

の
魅
力
向
上
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
合
わ
せ
た
街
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。

企
業
と
人
共
に
繁
栄
へ
次
代
見
据
え
変
化
続
け
る
阪
神
地
区

　
古
く
か
ら
交
通
の
要
所
と
し

て
栄
え
、
歴
史
と
文
化
、
多
く

の
産
業
を
育
ん
で
き
た
阪
神
地

域
は
現
在
も
道
路
・
港
湾
・
空

港
の
交
通
基
盤
を
軸
に
鉄
鋼
か

ら
電
気
・
電
子
、
建
材
、
酒
造

・
食
品
ま
で
多
彩
な
産
業
が
集

積
。
大
学
な
ど
教
育
機
関
も
充

実
し
博
物
館
な
ど
文
化
施
設
、

グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
に
も
事
欠
か

ず
、
近
年
は
大
型
商
業
施
設
の

増
加
で
住
宅
地
と
し
て
の
人
気

も
一
段
と
高
い
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降

の
厳
し
い
経
済
は
こ
の
地
に
も

影
を
落
と
し
、
期
待
の
寄
せ
ら

れ
た
パ
ネ
ル
ベ
イ
の
一
角
と
し

て
の
展
開
も
そ
の
後
の
市
場
の

変
化
で
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　
そ
の
一
方
で
尼
崎
、
西
宮
、

伊
丹
、
宝
塚
の
４
商
工
会
議
所

に
よ
る
地
域
間
連
携
事
業
や
自

治
体
、
金
融
機
関
に
よ
る
サ
ポ

ー
ト
策
も
活
発
で
起
業
支
援
や

産
業
フ
ェ
ア
、
さ
ら
に
市
民
ま

つ
り
名
産
品
に
よ
る
地
域
振
興

策
が
こ
れ
ほ
ど
濃
密
な
エ
リ
ア

も
少
な
い
。

　
企
業
と
人
双
方
の
繁
栄
と
い

う
難
題
に
挑
み
続
け
ら
れ
る
の

も
、
地
勢
に
恵
ま
れ
有
形
無
形

の
伝
統
の
豊
富
な
同
地
域
な
ら

で
は
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
の
紙

面
で
は
、
時
代
の
動
き
に
合
わ

せ
絶
え
間
な
く
変
化
を
続
け
る

阪
神
地
域
各
都
市
の
次
世
代
を

目
指
し
た
動
き
を
探
る
。

　
大
阪
国
際

伊
丹

空
港
を

擁
す
る
伊
丹
市
は
２
０
０
７
年

に
空
港
共
生
都
市
を
宣
言
し
、

近
年
は
空
港
を
生
か
し
た
街
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
今
年
７
月
の
伊
丹
空
港
と
関

西
国
際
空
港
の
経
営
統
合
を
前

に
伊
丹
の
廃
港
論
議
が
再
燃
。

当
面
は
同
空
港
を
最
大
限
活
用

す
る
こ
と
で
決
着
し
伊
丹
の
ジ

ェ
ッ
ト
機
発
着
枠
拡
大
な
ど
規

制
緩
和
が
決
ま
っ
た
が
、
基
本

方
針
に
は
「
将
来
の
廃
港
検

討
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
現
在
の
焦
点
は
新
関
西
国
際

空
港
会
社
が
今
秋
発
表
す
る
中

期
経
営
計
画
に
移
っ
て
い
る
。

同
社
は
約
１
兆
２
０
０
０
億
円

の
負
債
を
返
済
す
る
た
め
、

年
度
を
め
ど
に
両
空
港
の
運
営

権
を
民
間
に
売
却
す
る
方
針
。

経
営
統
合
に
よ
り
年
間
発
着
回

数
が

万
回

で
全
国
２
位

の
空
港
グ
ル

ー
プ
が
誕
生

し
た
が
、
現

状
で
は
借
金

に
見
合
う
額

で
売
却
す
る

に
は
事
業
価

値
の
向
上
が

欠
か
せ
な

い
。
中
計
で

は
そ
の
具
体

的
な
道
筋
が

示
さ
れ
る
。

　
事
業
価
値

を
最
大
化
す
る
た
め
の
柱
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
伊

丹
空
港
の
活
性
化
。
低
騒
音
機

を
用
い
た
ジ
ェ
ッ
ト
機
発
着
枠

の
拡
大
の
ほ
か
、
国
内
長
距
離

便
の
制
限
緩
和
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
の
大
幅
な
改
修
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。
新
関
空
会
社
の

安
藤
圭
一
社
長
は
「
伊
丹

空

港

の
参
考
に
な
る
」
と
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
客
に
特
化
し
て
成
功

し
た
英
ロ
ン
ド
ン
の
シ
テ
ィ
ー

空
港
を
挙
げ
て
お
り
、
都
市
型

空
港
な
ら
で
は
の
活
用
が
期
待

さ
れ
る
。

　
伊
丹
市
は
清
酒
発
祥
の
地
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
伊
丹

駅
か
ら
西
に
続
く
通
り
に
は
現

在
も
酒
蔵
や
町
家

が
残
り
、
か
つ
て

の
繁
栄
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
。
同
市

は
こ
の
酒
蔵
通
り

地
区
を

年
に
景

観
形
成
重
点
区
域

に
指
定
し
、
白
を

基
調
と
し
た
厳
し

い
色
彩
基
準
を
適

用
し
て
い
る
。

　

年
か
ら
は
市

民
が
中
心
と
な
っ

て
食
べ
歩
き
・
飲

み
歩
き
イ
ベ
ン
ト

「
伊
丹
ま
ち
な
か

バ
ル
」
を
同
地
区

で
年
２
回
開
い
て

お
り
、

日
開
催

分
で
７
回
目
を
数
え
る
人
気
イ

ベ
ン
ト
に
成
長
。
公
と
民
の
連

携
で
市
の
中
心
部
に
新
た
な
に

ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
伊
丹
市
の
面
積
は
約

平
方

と
兵
庫
県
下
で
４
番
目
に

小
さ
く
人
口
密
度
が
２
番
目
に

高
い
都
市
な
が
ら
、
隣
接
す
る

宝
塚
市
と
と
も
に
日
本
三
大
植

木
産
地
に
も
数
え
ら
れ
て
い

る
。

　
１
０
０
年
前
、
米
ワ
シ
ン
ト

ン
市
に
贈
ら
れ
た
「
日
米
友
好

の
桜
」
、
苗
木
の
台
木
は
同
市

で
育
て
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。

年
は
記
念
式
典
を
は
じ
め
、

市
内
で
約

の
記
念
事
業
が
実

施
さ
れ
た
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １０月１８日 木曜日 　　


